















































































































































































































































































男 ％ 女 ％ 件数 ％ 男 ％ 女 ％
1951〜1960年 42 13 30.9 29 69 11 26.2 1 2.4 10 23.8
1961〜1970年 164 86 52.4 79 48.2 49 29.9 25 15.2 24 14.6
1971〜1980年 253 143 56.5 110 43.5 100 39.5 56 22.1 44 17.4
1981〜1990年 167 88 52.7 79 47.3 56 33.5 32 19.2 24 14.4
1991〜2000年 274 144 52.6 130 47.4 51 18.6 23 8.3 28 10.2
2001〜2010年 382 193 50.5 189 49.5 28 7.3 12 3.1 14 3.7
計 1282 667 52 615 48 295 23 149 11.7 144 14
【注 1 】 消防庁（2010：20）や総務省消防庁防災情報室（2008：210-1）では，火災による全死者数の推移の把握に留まっていたため，
本稿ではそのうちの要介護高齢者の被害状況にまで掘り下げて考察を試みた。
【注 2 】 焼死事故数の増減を検討する場合，日本人高齢者の人口推移との関係を検討しなければならない。例えば，わが国の人口高





























31.7％（53件，1980年 代 ），31.0％（85件，1990年 代 ），
25.4％（97件，2000年代）とその比率が減少していた前期
高齢者に対し，後期高齢者では，47.0％（119件，1970年代），











































1951〜1960年 42 2［0］ 5［1］ 6［2］ 13［1］ 8［2］ 5［3］ 3［2］ 0［0］ 0［0］ 19（45.2） 16（38.1）
1961〜1970年 164 5［0］ 22［5］ 27［8］ 40［15］29［11］ 25［6］ 12［2］ 4［2］ 0［0］ 67（40.9） 70（42.7）
1971〜1980年 253 11［4］ 20［11］45［19］58［21］56［19］36［14］ 20［6］ 7［6］ 0［0］ 103（40.7） 119（47.0）
1981〜1990年 167 8［2］ 12［5］ 15［8］ 38［10］28［11］ 38［8］ 16［5］ 11［7］ 1［0］ 53（31.7） 94（56.3）
1991〜2000年 274 14［2］ 29［3］ 35［5］ 50［6］ 50［12］ 53［7］ 25［9］ 16［7］ 2［0］ 85（31.0） 146（53.3）
2001〜2010年 382 41［2］ 48［3］ 34［2］ 63［6］ 70［1］ 69［6］ 39［4］ 8［2］ 10［2］ 97（25.4） 196（51.3）
【注】［　］内の数値は要介護高齢者数を表している。
【出典】 朝日新聞社『朝日新聞縮刷版 昭和26年』〜『同 平成22年』（全720冊）の社会欄・事故のなかの「火事・焼死」に関する記事
を抽出し，筆者整理。
表 4 ．被害者の居住地域・居住形態・建物（年代別） （ ）：%
期間
居住地域 居住形態 建物




1951〜1960年 32（76.2） 10（23.8） 2（4.8） 4（9.5） 3（7.1） 33（78.6） 36（85.7） 2（4.8） 3（7.1） 1（2.4）
1961〜1970年 121（73.8） 43（26.2） 8（4.9） 19（11.6） 21（12.8） 116（70.7） 130（79.3） 17（10.4） 15（9.1） 2（1.2）
1971〜1980年 200（79.1） 53（20.9） 54（21.3） 49（19.4） 56（22.1） 94（37.2） 190（75.1） 43（17.0） 17（6.7） 3（1.2）
1981〜1990年 138（82.6） 29（17.4） 30（18.0） 47（28.1） 31（18.6） 59（35.3） 130（77.8） 37（22.2） 0（0.0） 0（0.0）
1991〜2000年 199（72.6） 75（27.4） 47（17.2） 88（32.1） 71（25.9） 68（24.8） 208（75.9） 62（22.6） 1（0.4） 3（1.1）
2001〜2010年 215（56.3） 167（43.7） 59（15.4） 76（19.9） 134（29.6） 113（29.6） 290（75.9） 81（21.2） 11（2.9） 0（0.0）
計（％） 905（70.6） 377（29.4） 200（15.6） 283（22.1） 316（24.6） 483（37.7） 984（76.8） 242（18.9） 47（3.7） 9（0.7）
【注】 東京版の新聞メディアを活用したため，大都市の記事が多いことに留意したい。但し，近年，大都市における孤独死や衰弱死
の事例もみられ，大都市を中心とした要介護者の居住形態への注目も重要であると考える。


























































1951〜1960年 34 0 3 5 21（61.8） 14 7 16（38.1） 9 6 11 0
1961〜1970年 129 16 10 9 67（51.9） 65 32 66（40.2） 30 38 29 1
1971〜1980年 165 17 46 25 113（68.5） 102 38 84（33.2） 64 53 48 4
1981〜1990年 104 13 38 12 91（87.5） 65 11 74（44.3） 39 33 21 0
1991〜2000年 165 8 78 23 143（86.7） 103 28 134（48.9） 45 33 58 4































【出典】 朝日新聞社『朝日新聞縮刷版 昭和26年』〜『同 平成22年』（全720冊）の社会欄・事故のなかの「火事・焼死」に関する記事
を抽出し，筆者整理。
表 6 ．「焼死」事故の原因（年代別） （ ）：%
期間／原因 計
焼死の原因
煙草 電気 石油ストーブ ガス 自殺 不明
1951〜1960年 42 1（2.4） 12（28.6） 2（4.8） 2（4.8） 0（0.0） 25（59.5）
1961〜1970年 164 15（9.1） 19（11.6） 23（14.0） 4（2.4） 0（0.0） 103（62.8）
1971〜1980年 253 43（17.0） 23（9.1） 23（9.1） 14（5.5） 2（0.8） 148（58.5）
1981〜1990年 167 15（9.0） 17（10.2） 14（8.4） 8（4.8） 2（1.2） 111（66.5）
1991〜2000年 274 5（1.8） 16（5.8） 8（2.9） 6（2.2） 0（0.0） 239（87.2）
2001〜2010年 382 12（3.1） 4（1.0） 2（0.5） 3（0.8） 5（1.3） 356（93.2）
計（％） 1282（100） 91（7.1） 91（7.1） 72（5.6） 37（2.9） 9（0.7） 982（76.6）
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注 2 ） なお，倫理的配慮として，朝日新聞社が規定した「著
作権の制限」のなかの「私的使用のための複製」及
び「引用」の項を遵守した。
































Characteristics and Tasks of “Death by Fire” Accidents among Elderly Home Care 
Recipients in Post-war Japan: Focusing on the Analysis of Newspaper Articles
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Abstract
　This paper is intended to clarify actual conditions of death caused by fire accidents and hazardous situ-
ations in which elderly care recipients are placed. For that purpose, the author emphasized examination 
of ‘fire accidents’ during the postwar period in which ‘an elderly person at home was involved, or died’. 
This study analyzed the related circumstances using past newspaper reports. Results revealed the fol-
lowing. 1） The number of fire accidents resulting in death has tended to increase since the 1990s. 2） 
However, the number of victims among elderly home care recipients has been decreasing. 3） Age groups 
of the victims show a decreasing tendency among younger elderly people and an increasing tendency 
among older elderly people. 4） In many cases, damage is slight or medium, of “less than 100 m²”, al-
though “complete destruction” of property occurred in 67.9% of cases； and 5） A noteworthy point is 
that the suicide rate among elderly home care recipients （1.3%） has been increasing since 2000.
Key words：elderly home care recipient, death by fire, home-help
Bull. Nippon Vet. Life Sci. Univ., 62, 97-105, 2013.
105
